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一関＆江刺地区のトマト生産者が交流 

 
JA い わて 平泉 ト マト 部会 の 担い 手班 の研 修 会が ５月 20 日 に

行わ れま し た。例 年、班員 相 互の ほ 場巡 回や 、他産 地 の視 察研

修が 行わ れ てい ます が、今 回 の 研 修は 、一 関 市の お 隣、奥州 市

江刺 地区 の トマ ト 若 手生 産 者を 招待 し、両地 区 の 交流 を兼 ね て

行い まし た 。  

 研 修会 で は、一 関地 域の 生 産者 ほ場 ３か 所 を参 加者 全員 で 巡

回し 、毎年 、単 収 25ｔ 以上 収 穫す る高 単収 生 産者 の圃 場で は 、

栽植 距離 や、品 種 、肥 培管 理、かん 水な ど 、様々 な栽 培管 理に

つい ての 質 問が 出さ れ、 情 報交 換が 熱心 に 行わ れま した 。   

ま た 、近年 ト マト の単 価が 振 るわ ない こと か ら 、ト マト の単

価向 上を 狙 った 出荷 規格 に も話 題が 及び 、販 売 対 策に つい て も

地 区 の 枠 を 超 え て 一 緒 に で き る こ と は や っ て い こ う と い う 意

見が 出さ れ まし た。  

他地 域の 生 産者 との 交流 に より、お互 い新 し い情 報を 得る こ

とが でき 、 大変 有意 義な 研 修と なり まし た 。  


